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。
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視力が0.03ほどの近視のため、コン女クト

レンズを使っているが、50歳ごろから小さな

文字が見えづらい。コンタクトをしたまま老

眼鏡をかけることもあるが、とても小さな文

字だと見えないことも。乱視も入っている。
(51歳、女性)改善する方法はないか。
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